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費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
商
業
活

性
化
重
点
支
援
事
業
を
導
入
、
ま

た
各
種
商
工
業
事
業
資
金
の
融
資

枠
を
確
保
す
る
た
め
の
預
託
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

　
本
町
は
、
名
勝
「
鬼
の
舌
震
」

に
代
表
さ
れ
る
恵
ま
れ
た
自
然
や
、

た
た
ら
製
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
歴

史
や
文
化
、
そ
れ
ら
を
伝
え
る
記

念
館
等
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し

て
お
り
、
毎
年
県
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
亀
嵩
温
泉
「
玉
峰
山
荘
」

は
、
本
年
一
月
に
入
館
者
が
百
二

十
万
人
を
突
破
し
、
全
国
旅
行
情

報
誌
の
「
お
気
に
入
り
温
泉
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
二
年
連
続
島
根
県
の

一
位
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
奥
出
雲
観
光
ツ
ア
ー
や
ト
ロ

ッ
コ
列
車
を
活
用
し
た
観
光
企
画
、

地
域
間
交
流
な
ど
に
よ
る
田
舎
ツ

ー
リ
ズ
ム
や
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
や
陸

上
競
技
場
な
ど
を
活
用
し
た
合
宿

の
誘
致
な
ど
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー

　
合
併
後
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直

し
に
着
手
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

昨
年
は
経
営
不
振
の
「
有
限
会
社

奥
出
雲
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
」
、
更
に

補
助
金
依
存
体
質
の
「
株
式
会
社

ア
メ
ニ
テ
ィ
よ
こ
た
」
を
町
の
補

助
金
に
依
存
し
な
い
経
営
主
体
に

移
行
し
、
今
後
経
営
の
健
全
化
に

向
け
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
度
は
利
用
者
の
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

「
ヴ
ィ
ラ
船
通
山
」
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
受
託
者
の
辞
退
に
よ
り
、

町
で
新
た
な
法
人
を
設
立
し
、
経

営
責
任
体
制
を
明
確
に
し
た
上
で
、

有
利
な
過
疎
債
を
使
っ
て
改
修
事

業
も
検
討
し
、
運
営
を
継
続
す
る

考
え
で
す
。

　
な
お
、
三
井
野
原
ス
キ
ー
リ
フ

ト
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
合
併

後
引
き
継
い
だ
欠
損
金
と
地
元
が

立
替
負
担
し
て
い
た
圧
雪
車
購
入

資
金
を
平
成
十
七
年
で
返
済
し
、

繰
上
充
用
欠
損
残
額
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
九
年
度
で
返
済
し
、
三
井

野
原
ス
キ
ー
リ
フ
ト
特
別
会
計
の

欠
損
金
処
理
は
完
了
し
ま
す
。

定
住
対
策

　
依
然
と
し
て
過
疎
化
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
定
住
対
策
事
業

と
し
て
雇
用
の
場
の
確
保
に
あ
わ

せ
て
、
Ⅰ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
定
住

促
進
の
た
め
に
造
成
し
た
住
宅
地

の
Ｐ
Ｒ
広
告
等
を
実
施
し
、
町
内

就
職
、
定
住
者
に
対
す
る
奨
励
金

制
度
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
国
の

交
付
金
と
過
疎
債
適
用
を
利
用
し

た
、
空
き
家
活
用
事
業
に
取
り
組

み
、
将
来
の
奥
出
雲
町
を
担
う
若

者
や
Ⅰ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促

進
に
努
め
ま
す
。

②
生
活
基
盤
整
備

②
生
活
基
盤
整
備

道
路
網
の
整
備

　
国
道
四
三
二
号
に
つ
い
て
は
、

亀
嵩
の
町
か
ら
梅
木
原
地
内
大
仁

農
道
の
間
が
改
良
事
業
と
し
て
、

ま
た
、
大
仁
農
道
か
ら
亀
嵩
駅
方

面
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
対
策

事
業
と
し
て
引
き
続
き
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　
主
要
地
方
道
に
つ
い
て
は
、
玉

湯
吾
妻
山
線
の
高
尾
工
区
が
供
用

開
始
さ
れ
る
予
定
で
、
上
阿
井
八

川
線
は
大
馬
木
地
内
旭
工
区
を
、

横
田
多
里
線
は
大
市
市
街
地
の
街

路
工
事
と
稲
原
地
内
の
改
良
工
事

が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
一
般
県
道
に
つ
い
て
は
、
印
賀

奥
出
雲
線
の
万
丈
工
区
も
継
続
施

工
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
木
次
横
田
線
に
つ
い
て
は
、

土
屋
か
ら
郡
間
に
お
い
て
、
一
・

五
車
線
改
良
と
し
て
継
続
的
に
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
町
道
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
事

業
の
三
沢
山
根
線
の
尾
白
工
区
、

八
代
三
沢
線
、
県
が
負
担
す
る
佐

白
北
原
線
に
つ
い
て
、
橋
梁
工
事

を
含
め
て
継
続
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
単
独
事
業
と
し
て
は
、

川
東
・
雲
崎
の
新
設
道
路
工
事
に

着
手
、
さ
ら
に
見
寄
中
田
線
を
継

続
施
工
し
、
ダ
ム
関
連
の
三
津
田

大
畑
線
、
玉
雲
寺
・
上
布
施
線
に

着
手
し
ま
す
。

　
新
規
の
事
業
で
は
、
横
田
地
区

大
市
地
内
の
主
要
地
方
道
横
田
多

里
線
と
町
道
横
田
八
川
線
と
の
変

則
交
差
を
解
消
す
る
た
め
の
道
路

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
県
事
業
で
あ
り
ま

す
通
常
砂
防
工
事
と
し
て
、

折
渡
川
、
五
の
畑
川
が
継
続

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
地
す
べ
り
対
策
工
事
と
し

て
は
、
鞍
掛
地
区
、
上
鴨
倉

地
区
が
、
ま
た
、
雪
崩
対
策

事
業
と
し
て
は
、
大
馬
木
地

内
の
反
保
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ

継
続
施
工
さ
れ
る
と
と
も
に
、

急
傾
斜
対
策
事
業
と
し
て
亀

嵩
地
内
の
谷
奥
地
区
が
新
た

に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　

尾
原
ダ
ム
建
設
事
業

　
現
在
、
ダ
ム
本
体
の
掘
削
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
事
に
着

手
さ
れ
、
三
月
に
は
定
礎
式
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
付
け

替
え
道
路
と
し
て
引
き
続
き
佐
々

木
線
を
は
じ
め
、
各
路
線
が
国
土

交
通
省
の
直
轄
事
業
と
し
て
計
画

的
に
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
ダ
ム
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、

尾
原
ダ
ム
地
域
づ
く
り
活
性
化
研

究
会
を
中
心
と
し
て
、
国
土
交
通

省
、
島
根
県
、
地
元
等
関
係
機
関

と
調
整
を
図
り
、
ダ
ム
湖
周
辺
の

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

▲奥出雲の観光スポット「鬼の舌震」

▲着々と工事が進む尾原ダム建設現場


